金属類売却【単価契約】仕様書　
１　基本的内容

三京クリーンランド埋立処分場（以下「処分場」という。）に搬入された粗大ごみのうち、廃家電、ヒーター、ストーブ及びガスコンロを除く金属（以下「粗大ごみ金属」という。）並びに東工場資源ごみ選別等処理業務受注者施設（以下｢東工場受注者施設｣という。）、三京クリーンランド資源ごみ選別等処理業務受注者施設（以下｢三京受注者施設｣という。）及び直接搬入資源ごみ選別等処理業務受注者施設（以下｢直接搬入受注者施設｣という。）のアルミ缶プレス、スチ－ル缶プレス、その他アルミ及びその他スチール（以下「金属類」という）を売却し、資源化を図るもの。

２  数量等
別紙「令和7年10月～令和8年3月金属類売却予定数量等一覧」のとおり。
ただし、予定数量はあくまでも目安であり、この引渡し量を保証するものではない。

３  履行期間
令和7年10月1日～ 令和8年3月31日
４　履行場所
・三京クリーンランド埋立処分場内粗大ごみ金属置場

　　　長崎市三京町43番地4

　　・東工場資源ごみ選別等処理業務受注者施設内金属置場

株式会社　滝口商店　長崎市小江町1797番地

　　・三京クリーンランド資源ごみ選別等処理業務受注者施設内金属置場

株式会社　滝口商店　長崎市小江町1797番地

　　・直接搬入資源ごみ選別等処理業務受注者施設内金属置場

協業組合　長崎環境再生促進センター　長崎市小江町1797番地
５  搬出日時
原則として、処分場、東工場受注者施設、三京受注者施設及び直接搬入受注者施設（以下　　「搬出施設」という。）の開場日終日とする。また、引き取りの日時等を搬出施設の管理者と協議のうえ決定すること。ただし、天災事変その他不可抗力により搬出日時の変更が生じた　場合には、別途通知するものとする。

６  留意事項等

(1) 搬出及び残さの処理（搬出施設共通）

ア　積込み作業は、搬出施設の職員が行うので、指示に従い、引き渡しを確実に受けること。ただし、粗大ごみ金属については、受注者が積込み作業を行うこと。
イ　搬出は履行期間に搬出施設に保管されている粗大ごみ金属、金属類であっても令和8年3月31日までとし、令和8年4月1日の以降搬出は行わないこと。
ウ　受注者は、金属類の選別後において発生する残さについて、産業廃棄物として適正に処理することとし、市施設への搬入は認めないものとする。なお、必要に応じてマニフェストの提出を求める場合がある。
(2) 積込搬出（処分場内粗大ごみ金属置場）

ア  処分場内粗大ごみ金属置場に保管されている金属類を、受注者が準備するリフティングマグネット付重機等を用いてトラック等に積み込み、受注者の施設に搬出する。なお、積込みは、粗大ごみ金属の搬入や一般の持込みに支障がない場所で行うこと。

イ　搬出に際しては、必ず処分場の計量所で計量を行うこと。計量においては、車両ごとに本市が作成するカードを使用し、計量伝票を持ち帰ること。

ウ　イの計量伝票（写しも可）と処分場が発行する1箇月分の処分場計量証明書を、翌月市に提出する報告書に添付すること。
(3) 搬出（東工場受注者施設内金属置場、三京受注者施設内金属置場及び直接搬入受注者施設内金属置場（以下「保管施設」という。））

ア　受注者は、その他アルミ、その他スチールを保管するためのスクラップボックスを保管施設内に設置すること。
イ　受注者が準備する運搬車両で保管施設に入場し、運搬車両の空車重量を計量すること。

ウ　運搬車両の空車重量の計量が終了したら、保管場所に運搬車両を移動し、品目ごとに引き渡しを受けること。

エ　運搬車両への積み込みが終了したら、保管施設で運搬車両の総重量を計量し、正味重量が記載された計量伝票を受理したうえで退場・搬出すること。

オ　エの計量伝票をもとに、引取品目ごとの引渡確認書を作成し、保管施設の担当者から確認印を受け、翌月市に提出する報告書に添付すること。
カ　エで受理した計量伝票（写しも可）は、翌月市に提出する報告書に添付すること。
７  積込搬出作業の管理

搬出施設の管理者の管理の下、全て受注者の責任で行うこと。
８  後掃除

積込搬出後、保管場所及び搬出口付近の後掃除を行うこと。

９　金属置場の管理

処分場内粗大ごみ金属置場の管理は原則として市で行うが、積込搬出を適正かつ効率的に実施できるよう、受注者は必要に応じ、飛散防止のためのスクラップボックス等を設置すること。
10  市への報告

受注者は、当月における金属類の引き取りに関し、以下の事項について、翌月５日（５日が閉庁日の場合は、次の開庁日）までに、書面にて市に報告を行うこと。なお、３月分については、当月の末日に報告を行うこと。
ア  期間

イ  物件名

ウ  引取重量

エ  引取日数

オ  その他市が必要とする事項
11　その他
(1) 金属類の搬出時において、ヘルメットや安全靴の着用など事故防止に努めるとともに、環
境省が定める「廃棄物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を遵守し、感
染症対策を行うこと。また、市職員及び搬出施設職員等と和をもって行うこと。
(2) 金属類の搬出及び運搬時において、金属類が飛散、転落しないようにすること。
(3) 金属類の搬出時において、万一、搬出施設内で事故が生じた場合は、速やかに搬出施設の管理者に報告すること。また、当業務において、事故が生じた場合は速やかに適正な対応を行うとともに長崎市資源循環課へ報告すること。
(4) 休憩中においては、業務に使用する機具の電源を停止する等、環境負荷の低減に努めること。
別紙　　令和7年10月～令和8年3月金属類売却予定数量等一覧
〈金属類の品目別予定数量及び換算割合〉
	品　　　目
	予定数量　（ｔ）
	換算割合

	粗大ごみ金属
	120
	0.03728722

	アルミ缶プレス
	310
	0.86692786

	スチール缶プレス
	180
	0.07052148

	その他アルミ
	12
	0.01378006

	その他スチール
	34
	0.01148338


※換算割合とは、市の積算総額（税抜）に占める品目別の積算額（税抜）の割合
〈契約単価の決定方法〉
契約単価は、入札書記載額に各品目別の換算割合を乗じて得た額をさらに各品目の予定数量で除した額（小数点第三位以下切り上げ）とする。
ただし、契約単価に各品目別の予定数量を乗じて得た額の合計が落札額を上回る場合は、　原則として予定数量の少ない品目から順に1銭単位で減算(場合によっては加算)し、端数調整を行う。
　　※契約単価には、消費税及び地方消費税は含まない。
